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目標
このマニュアルでは、Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータ固有のソフ
トウェア機能の概要を示します。このマニュアルは、Cisco ASR 1000シリーズルータを使用し
て実行できるソフトウェア機能のすべてを説明する包括的なガイドではなく、このルータ固有

のソフトウェア機能のみを説明するものです。

Cisco ASR 1000シリーズルータでも使用できる一般的なソフトウェア機能については、特定の
ソフトウェア機能の Cisco IOS XEテクノロジーガイドを参照してください。

マニュアルの変更履歴
次の変更履歴表は、このマニュアルにおける技術的な変更内容を記録したものです。この表に

は、変更に対応する Cisco IOS XEソフトウェアのリリース番号とマニュアルのリビジョン番
号、変更した日付、および変更点を示します。

変更点日付リリース番号

「最初にお読みください」の

章を追加しました。

2016年 3月 31日Cisco IOS Denali 16.2.1
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変更点日付リリース番号

「Cisco ASR 1000シリーズ

ルータでの PPPハーフブリッ

ジ」の章を追加しました。

2014年 12月 12日IOS XE 3.13.1

「IEEE 1588v2 PTPのサポー

ト」の章に含まれる IEEE
1588v2 PTPのサポートについ
て説明する新しい内容を追加

しました。

『MPLSレイヤ2 VPNの設定』
の「High-Level Data Link

Control-Ethernetインターワー

キング」のセクションに

HDLC-Ethernetインターワーキ
ング機能の更新を追加しまし

た。

2014年 7月 30日IOS XE 3.13

『Cisco ASR 1000シリーズ

ルータでのマルチリンク PPP

のサポート』の章の「MLPバ

ンドルでの Cisco IOS XE拡張

の制限」セクションに、マル

チメンバーリンクMLPPPoA
またはMLPPPoEoA機能の更
新を追加しました。

2014年 3月 28日IOS XE 3.12

「Cisco ASR 1000シリーズ

ルータでサポートされている

ソフトウェアのアップグレー

ドプロセス」の章に、Minimal
Disruptive Restartフェーズ 3機
能の更新を追加しました。

2014年 3月 28日IOS XE 3.12

「LSM-MLDPベースMVPNの

サポート」の章に、MVPN
MLDP over GRE機能の
MVPNv6サポートを追加しま
した。

2014年 3月 28日IOS XE 3.12

「LSM-MLDPベースMVPNの

サポート」の章に、MVPN
MLDP over GRE機能の
MVPNv4サポートを追加しま
した。

2013年 11月 21日IOS XE 3.11.0
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変更点日付リリース番号

「パケットトレース」の章を

追加しました。

2013年 7月 30日IOS XE 3.10.0

「単方向リンク検出（UDLD）

プロトコル」の章の単方向リ

ンク検出（UDLD）プロトコル
に関するドキュメントに新し

い内容を追加しました。

2013年 3月 28日IOS XE 3.9.0

「Cisco ASR 1000シリーズ

ルータでサポートされている

ソフトウェアのアップグレー

ドプロセス」の章に「Minimal
Disruptive Restartプロセス」の
セクションを追加しました。

2012年 11月 28日IOS XE 3.8.0

「ネットワーク同期のサポー

ト」の章の「同期イーサネッ

ト」に新しい内容を追加しま

した。

「ブロードバンドの拡張性と

パフォーマンス」の章に、ISG
での PWLANのウォークバイ
ユーザーサポートを文書化す

る新しい内容を追加しまし

た。

「ブリッジドメインインター

フェイスの設定」の章のブ

リッジドメインインターフェ

イスの設定に新しい内容を追

加しました。

2012年 7月 25日IOS XE 3.7.0

「MPLSレイヤ2 VPNの設定」
の章に、フレームリレー/ATM
間ブリッジ型インターワーキ

ングに関する新しい内容を追

加しました。

「MPLSレイヤ2 VPNの設定」
の章に、ASR 1000の GEC
（VPWS）でのxconnectサポー
トを説明する新しい内容を追

加しました。

2012年 3月 30日IOS XE 3.6.0
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変更点日付リリース番号

「マルチリンクフレームリ

レーのモニタリングとメンテ

ナンス」の章に、マルチリン

クフレームリレーのモニタリ

ングとメンテナンス機能につ

いて説明する新しい内容を追

加しました。

「Cisco ASR 1000シリーズ

ルータでサポートされている

ソフトウェアのアップグレー

ドプロセス」の章に、イン

サービスワンショットソフト

ウェアアップグレード手順を

説明する新しい内容を追加し

ました。

2011年 7月 25日IOS XE 3.4.0S

「ブロードバンドの拡張性と

パフォーマンス」の章に、拡

張性とパフォーマンスについ

て説明する新しい内容を追加

しました。

「Cisco ASR 1000シリーズ

ルータでサポートされている

ソフトウェアのアップグレー

ドプロセス」の章に含まれる

「Cisco ASR 1001ルータ、

Cisco ASR 1001-Xルータまたは

Cisco ASR 1002-Xルータでのサ

ブパッケージを使用したソフ

トウェアのアップグレード」

のセクションに、ASR 1001
シャーシのソフトウェアアッ

プグレード情報を追加しまし

た。

2011年 3月 30日IOS XE 3.3.0S
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変更点日付リリース番号

「ブリッジドメインインター

フェイスの設定」の章に、ブ

リッジドメインインターフェ

イスの設定について説明する

新しい内容を追加しました。

「ネットワーク同期のサポー

ト」の章に、同期イーサネッ

トについて説明する新しい内

容を追加しました。

2010年 11月 24日IOS XE 3.2.0S

「ソフトウェアのパッケージ

とアーキテクチャ」の章に、

アップグレードとファイル

パッケージについての情報を

追加しました。

「Cisco ASR 1000シリーズ

ルータでサポートされている

ソフトウェアのアップグレー

ドプロセス」の章に、Cisco
IOS XEリリース 3.1Sでの
ISSUサポートに関する制約事
項を追加しました。

2010年 7月 30日IOS XE 3.1.0S

ISSU互換性テーブルをドキュ
メント『Release Notes for Cisco
ASR 1000 Series Aggregation
Services Routers』に移動しまし
た。

その他の ISSU互換性情報は
「Cisco ASR 1000シリーズ

ルータでサポートされている

ソフトウェアのアップグレー

ドプロセス」の章に移動しま

した。

2010年 2月 26日IOS XE 2.6

「Cisco ASR 1000シリーズ

ルータでサポートされている

ソフトウェアのアップグレー

ドプロセス」の章を更新し、

新しい互換性情報を追加しま

した。

2009年 12月 15日IOS XE 2.5
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変更点日付リリース番号

「Cisco ASR 1000シリーズ

ルータでサポートされている

ソフトウェアのアップグレー

ドプロセス」の章を更新し、

新しい互換性情報を追加しま

した。

マニュアルを更新し、ASR
1000シリーズ用 Cisco Webex
ノードの新しいオプションの

サブパッケージのインストー

ル情報を追加しました。

2009年 6月 30日IOS XE 2.4

「Cisco ASR 1000シリーズ

ルータでサポートされている

ソフトウェアのアップグレー

ドプロセス」の章を更新し、

新しい互換性情報を追加しま

した。

2009年 2月 27日IOS XE 2.3

「Cisco ASR 1000シリーズ

ルータでサポートされている

ソフトウェアのアップグレー

ドプロセス」の章を更新し、

新しい互換性情報を追加しま

した。

2008年 11月 20日IOS XE 2.2

「Cisco ASR 1000シリーズ

ルータでサポートされている

ソフトウェアのアップグレー

ドプロセス」の章に、Cisco
IOS XEソフトウェアのさまざ
まなバージョンの互換性につ

いて説明する新しい内容を追

加しました。

2008年 11月 3日IOS XE 2.2
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変更点日付リリース番号

マニュアルを更新し、Cisco
IOS XEリリース 2.2の ISSU
手順についての説明を追加し

ました。マニュアルの「統合

パッケージとサブパッケージ

の管理」の章から ISSU手順を
削除し、「Cisco ASR 1000シ

リーズルータでサポートされ

ているソフトウェアのアップ

グレードプロセス」の章を作

成しました。

2008年 10月 3日IOS XE 2.2

Cisco ASR 1000 Embedded
Services Processor 10G非暗号化
機能に関する「ESPボード

ASR1000-ESP10-Nとのソフト

ウェア不一致の障害対応」の

セクションを追加しました。

2008年 9月 23日IOS XE 2.2

「Webユーザーインターフェ

イスの設定とアクセス」のセ

クションを追加しました。

付録「設定例」を追加しまし

た。

2008年 ７ 月 2日IOS XE 2.1

マニュアルの初回リリース。2008年 5月 2日IOS XE 2.1

マニュアルの構成
このマニュアルの構成は、次のとおりです。

説明タイトル

Cisco IOS XE Denali 16.2.1の Cisco ASR 1000
シリーズルータに関連する情報を提供します。

最初にお読みください

Cisco ASR 1000シリーズルータのソフトウェ
アパッケージ、プロセス、およびファイルシ

ステムについて説明します。

ソフトウェアの実装およびアーキテクチャ

コマンドラインインターフェイス（CLI）の
アクセス方法、およびシスコソフトウェアや

関連ツールの使用方法について説明します。

Cisco IOS XEソフトウェアの使用

はじめに
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説明タイトル

Cisco ASR 1000シリーズルータでの着信コン
ソールポート、Telnet、およびSSHトラフィッ
クの処理の概要と設定オプションを示します。

コンソールポート、Telnet、および SSHの処
理

CiscoASR1000シリーズルータでのソフトウェ
アのダウンロード、インストール、および実

行について説明します。

統合パッケージとサブパッケージの管理

Cisco ASR 1000シリーズルータでの ISSUの
互換性とダウンタイム限定のソフトウェアアッ

プグレードの実行に関する情報を提供します。

ソフトウェアアップグレードプロセス

CiscoASR1000シリーズルータの高可用性アー
キテクチャ、動作、および機能の概要を示し

ます。

高可用性の概要

Cisco ASR 1000シリーズルータの拡張性とパ
フォーマンスに関する情報を提供します。

拡張性とパフォーマンス

Call Home機能のためのシスコライセンスアク
ティブ化に関する情報を提供します。

Cisco License Call Home

Call Home機能について説明します。Call Home
機能は、クリティカルなシステムイベントの

電子メールおよびWeb上での通知をサポート
します。ポケットベルサービス、通常の電子

メール、またはXMLベースの自動解析アプリ
ケーションとの適切な互換性のために、さま

ざまなメッセージの形式が使用できます。

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーション
サービスルータに対する Call Homeの設定

シスコ使用権ライセンスのアクティブ化に関

する情報を提供します。

シスコ使用権ライセンスの設定

Cisco ASR 1000シリーズルータのUDLDプロ
トコルの概要と設定オプションを示します。

単方向リンク検出（UDLD）プロトコル

Cisco ASR 1000シリーズルータの管理イーサ
ネットインターフェイスの概要と設定オプショ

ンを示します。

管理イーサネットインターフェイスの使用

Cisco ASR 1000シリーズルータの同期イーサ
ネットの概要と設定オプションを示します。

Cisco ASR 1000シリーズルータでの同期イー
サネットのサポート
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説明タイトル

Generic Routing Encapsulation（GRE）の概要と
設定について説明します。GREは、IPイン
ターネットワークの仮想ポイントツーポイン

トリンク内で多種多様なネットワークレイヤ

プロトコルをカプセル化するトンネリングプ

ロトコルです。

ソフト GRE経由のイーサネットの設定

Cisco ASR 1000シリーズルータでのブリッジ
ドメインインターフェイスの設定オプション

の概要について説明します。

ブリッジドメインインターフェイスの設定

Cisco ASR 1000シリーズルータのマルチリン
クフレームリレー機能のモニタリングとメン

テナンスの概要について説明します。

マルチリンクフレームリレーのモニタリング

とメンテナンス

フレームリレーからATMへのブリッジ型イン
ターワーキング機能の概要について説明しま

す。

『MPLSレイヤ 2 VPNの設定』

ラベルスイッチドマルチキャスト（LSM）機
能について説明します。LSMは、マルチプロ
トコルラベルスイッチング（MPLS）ネット
ワークでの IPv4および IPv6マルチキャストト
ラフィックをサポートします。

LSM-MLDPベースMVPNのサポート

Cisco ASR 1000シリーズルータでのトレース
の概要と、トレースプロセスとファイルの管

理方法について説明します。

トレースとトレース管理

Cisco ASR 1000シリーズルータの PPPハーフ
ブリッジに関する情報を提供します。

Cisco ASR 1000シリーズルータでの PPPハー
フブリッジ

Cisco ASR 1000シリーズルータのWebユー
ザーインターフェイスの概要と、Webユーザー
インターフェイスの設定とアクセスに関する

情報を提供します。

Webユーザーインターフェイスの設定とアク
セス

関連資料
このセクションでは、Cisco ASR 1000シリーズルータを設定する際に役立つその他のマニュア
ルについて紹介します。次に示すマニュアルは、オンラインで入手できます。

はじめに
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Cisco ASR 1000シリーズルータのマニュアル

• Cisco ASR 1000シリーズには、Cisco ASR 1000シリーズルータで利用可能なさまざまなマ
ニュアルのリストを提供するドキュメントロードマップがあります。次の URLにある
Cisco ASR 1000シリーズルータのドキュメントロードマップを参照してください。
http://cisco.com/en/US/products/ps9343/products_documentation_roadmaps_list.html [英語]

• Cisco ASR 1000シリーズルータのドキュメントホームページには、Cisco ASR 1000シリー
ズルータのさまざまなハードウェアおよびソフトウェア情報が含まれています。次のURL
で参照できます。http://cisco.com/en/US/products/ps9343/tsd_products_support_series_home.html
[英語]

• Cisco IOS XEのドキュメントホームページには、Cisco IOS XEのテクノロジーガイドと機
能に関するマニュアルが含まれています。次の URLで参照できます。http://cisco.com/en/
US/products/ps9587/tsd_products_support_series_home.html [英語]

•コマンドの詳細については、次を参照してください。http://www.cisco.com/c/en/us/support/
ios-nx-os-software/ios-xe-3s/products-command-reference-list.html [英語]

表記法
SIPおよび SPAソフトウェアコンフィギュレーションガイドでは、さまざまなシスコの製品
（ルータ、アクセスサーバ、およびスイッチなど）を、通常ルータという用語で表していま

す。例では、Cisco IOSソフトウェアをサポートするルータ、アクセスサーバ、およびその他
のネットワーキングデバイスが、ルータの代わりに使用されています。これらの製品は、単に

説明をわかりやすくするために使用されています。例の中で特定の製品が使用されていても、

他の製品がサポートされていないという意味ではありません。

このマニュアルでは、以下の表記法を使用しています。

説明表記法

^記号と Ctrlは両方ともキーボードの Control（Ctrl）キーを表
します。たとえば、^Dまたは Ctrl+Dというキーの組み合わせ
は、Ctrlキーを押しながらDキーを押すことを意味します（こ
こではキーを大文字で表記していますが、小文字で入力しても

かまいません）。

^または Ctrl

コマンド、キーワード、およびユーザーが入力するテキストは

太字で記載されます。

太字

文書のタイトル、新規用語、強調する用語、およびユーザが値

を指定する引数は、イタリック体で示しています。

italicフォント

システムが表示する端末セッションおよび情報は、courierフォ

ントで示しています。

courier フォント

ユーザが入力したテキストは、太字の courierフォントで示し
ています。

Bold Courier font

はじめに
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説明表記法

角カッコの中の要素は、省略可能です。[x]

構文要素の後の省略記号（3つの連続する太字ではないピリオ
ドでスペースを含まない）は、その要素を繰り返すことができ

ることを示します。

...

パイプと呼ばれる縦棒は、一連のキーワードまたは引数の選択

肢であることを示します。

|

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで
囲み、縦棒で区切って示しています。

[x | y]

どれか 1つを選択しなければならない必須キーワードは、波
カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y}

角かっこまたは波かっこが入れ子になっている箇所は、任意ま

たは必須の要素内の任意または必須の選択肢であることを表し

ます。角かっこ内の波かっこと縦棒は、省略可能な要素内で選

択すべき必須の要素を示しています。

[x {y | z}]

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用
しません。引用符を使用すると、その引用符も含めて stringと
みなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示

しています。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコ

で囲んで示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合
には、コメント行であることを示します。

!、#

読者への警告の表記法

このマニュアルでは、読者への警告に次の表記法を使用しています。

「注釈」です。役立つ情報やこのマニュアルに記載されていない参照資料を紹介しています。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒント

はじめに
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「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意

時間を節約する方法です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮できます。ワンポイントアドバイ

ス

「警告」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。警告

通信、サービス、およびその他の情報
•シスコからタイムリーな関連情報を受け取るには、Cisco Profile Managerでサインアップ
してください。

•重要な技術によりビジネスに必要な影響を与えるには、Cisco Services [英語]にアクセスし
てください。

•サービスリクエストを送信するには、Cisco Support [英語]にアクセスしてください。

•安全で検証済みのエンタープライズクラスのアプリケーション、製品、ソリューション、
およびサービスを探して参照するには、Cisco Marketplaceにアクセスしてください。

•一般的なネットワーク、トレーニング、認定関連の出版物を入手するには、Cisco Pressに
アクセスしてください。

•特定の製品または製品ファミリの保証情報を探すには、Cisco Warranty Finderにアクセス
してください。

シスコバグ検索ツール

Ciscoバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理する Ciscoバグ追跡システムへのゲートウェイとして機能する、Webベースのツール
です。BSTは、製品とソフトウェアに関する詳細な障害情報を提供します。
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https://www.cisco.com/offer/subscribe
https://www.cisco.com/go/services
https://www.cisco.com/c/en/us/support/index.html
https://developer.cisco.com/site/marketplace/
http://www.ciscopress.com
http://www.cisco-warrantyfinder.com
https://www.cisco.com/c/en/us/support/web/tools/bst/bsthelp/index.html


翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


